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当
該
区
域
に
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動

植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律

第
七
十
五
号
。
以
下
「
種
の
保
存
法
」
と
い
う
。）に

基
づ
く
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
で
あ
り
環
境
省
が

作
成
し
た
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
野
生

絶
滅
の
ト
キ
が
生
息
し
て
お
り
、
ト
キ
の
営
巣
木
と

し
て
適
し
た
ア
カ
マ
ツ
、
コ
ナ
ラ
等
の
大
木
が
多
く

生
育
す
る
ほ
か
、
餌
と
な
る
ド
ジ
ョ
ウ
、
カ
エ
ル
類

等
が
生
息
す
る
河
川
、
湿
地
、
水
田
、
水
路
等
も
存

在
し
て
お
り
ト
キ
の
生
息
に
適
し
た
環
境
と
な
っ
て

い
る
。
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
代
ま
で
は

野
生
の
ト
キ
の
営
巣
が
多
く
観
察
さ
れ
、
昭
和
五
十

六
年
に
捕
獲
さ
れ
た
国
内
に
お
け
る
最
後
の
野
生
の

ト
キ
五
羽
が
生
息
し
て
い
た
土
地
で
あ
る
。

種
の
保
存
法
に
基
づ
く
ト
キ
保
護
増
殖
事
業
計
画

に
お
い
て
は
、
当
該
区
域
に
お
い
て
ト
キ
の
生
息
に

適
し
た
環
境
を
整
え
た
上
で
再
導
入
を
図
り
、
ト
キ

が
自
然
状
態
で
安
定
的
に
存
続
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
同
計
画
に
基
づ
き
、
飼

育
さ
れ
た
ト
キ
の
放
鳥
が
平
成
二
十
年
に
開
始
さ

れ
、
現
在
は
当
該
区
域
を
含
む
佐
渡
島
内
で
二
十
羽

前
後
の
ト
キ
が
生
息
し
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
に

お
け
る
ト
キ
の
繁
殖
期
に
は
、
当
該
区
域
内
の
三
ヵ

所
で
営
巣
が
確
認
さ
れ
る
等
、
放
鳥
し
た
ト
キ
に

と
っ
て
重
要
な
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
当
該
区
域
で
は
、
準
絶
滅
危
惧
の
ミ
サ
ゴ

や
、
佐
渡
に
お
け
る
固
有
亜
種
で
あ
る
サ
ド
カ
ケ
ス

等
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
ト
キ
の
野
生
下
へ
の

再
導
入
を
進
め
る
上
で
重
要
な
区
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
希
少
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区
と
し
て
、
鳥
獣
の

保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当

該
区
域
に
生
息
す
る
ト
キ
を
始
め
と
す
る
鳥
獣
の
保

護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

_

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

イ

ト
キ
を
始
め
と
す
る
鳥
獣
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
等
を
通
じ
て
、
当
該
区
域
内
の
鳥
獣
の
生
息
状

況
の
把
握
に
努
め
る
。

ロ

鳥
類
の
生
息
環
境
を
脅
か
す
よ
う
な
不
用
意
な

行
為
、
ご
み
の
散
乱
等
に
よ
る
鳥
類
の
生
息
環
境

へ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
現
場
巡
視
及
び
関

係
地
方
公
共
団
体
、
関
係
機
関
、
地
域
住
民
等
と

連
携
協
力
し
た
普
及
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
む
。

ハ

農
林
水
産
業
と
鳥
獣
の
保
護
の
両
立
を
図
る
た

め
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
関
係
機
関
、
地
域
住

民
等
と
連
携
し
、
鳥
獣
の
個
体
数
管
理
、
生
息
環

境
管
理
等
の
総
合
的
な
鳥
獣
保
護
管
理
に
努
め

る
。

ニ

ホ
ン
ド
テ
ン
等
の
ト
キ
を
始
め
と
す
る
鳥
獣
の

生
息
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
鳥
獣

に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
図
る

も
の
と
す
る
。

ホ

当
該
区
域
の
管
理
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
ト

キ
保
護
増
殖
事
業
計
画
に
即
し
て
実
施
さ
れ
る
保

護
増
殖
事
業
と
の
連
携
を
図
る
。

〔
告

示
〕

〇
小
佐
渡
東
部
鳥
獣
保
護
区
を
更
新
し
た
件

（
環
境
八
五
）

J

〇
小
佐
渡
東
部
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た

件
（
同
八
六
）

K

〇
浅
間
鳥
獣
保
護
区
を
更
新
し
た
件

（
同
八
七
）

〇
浅
間
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
件

（
同
八
八
）

〇
西
表
鳥
獣
保
護
区
を
指
定
し
た
件

（
同
八
九
）

〇
西
表
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
件

（
同
九
〇
）

L

〇
与
那
覇
湾
鳥
獣
保
護
区
を
指
定
し
た
件

（
同
九
一
）

〇
与
那
覇
湾
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
件

（
同
九
二
）

〇
池
間
鳥
獣
保
護
区
を
指
定
し
た
件

（
同
九
三
）

M

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

牛
疫
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針

（
農
林
水
産
省
）

M

牛
肺
疫
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指

針
（
同
）

O

ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝

染
病
防
疫
指
針
（
同
）

R

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

J
K

特
殊
法
人
等

弁
理
士
登
録
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
弁
護

士
名
簿
登
録
・
登
録
換
え
・
登
録
取
消

し
・
氏
名
変
更
・
職
務
上
の
氏
名
の
使

用
・
廃
止
・
記
章
紛
失
・
外
国
法
事
務
弁

護
士
名
簿
の
登
録
・
登
録
取
消
し
・
外
国

法
事
務
弁
護
士
記
章
紛
失
、
住
宅
型
式
性

能
認
定
関
係

N
J

地
方
公
共
団
体

解
散
命
令
、
行
旅
死
亡
人
関
係

N
L

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

N
P

〇
環
境
省
告
示
第
八
十
五
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
七
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
を
更

新
し
た
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

更
新
さ
れ
た
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面

は
、
環
境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
四
日

環
境
大
臣

細
野

志

一

名
称

小
佐
渡
東
部
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

新
潟
県
佐
渡
市
の
一
部
（
区
域
図
省
略
）

三

存
続
期
間

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
十
月

三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

^

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
新
潟
県
佐
渡
市
の
南
東
部
に
連
な

る
小
佐
渡
山
地
の
北
東
部
分
に
位
置
し
、
区
域
の
北

部
及
び
東
部
は
海
に
面
し
、
海
岸
線
か
ら
す
ぐ
に
山

地
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
一
方
、
区
域
の
西
部
は
国

中
平
野
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
中
央
部
に
は
標
高
六

百
メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
々
が
連
な
り
、
標
高
四
百

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域
は
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、ク
リ
、

ア
カ
マ
ツ
等
の
高
木
や
ヒ
サ
カ
キ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
等

の
林
内
植
生
が
見
ら
れ
る
。
標
高
四
百
メ
ー
ト
ル
以

上
の
区
域
で
は
、
コ
ナ
ラ
に
代
わ
っ
て
ミ
ズ
ナ
ラ
が

優
占
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
山
地
を
起
源
と
し
て

国
府
川
、
大
野
川
等
の
中
小
河
川
及
び
渓
流
が
数
多

く
流
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
河
川
等
に
沿
っ
て
、
山

間
部
か
ら
平
野
部
に
か
け
て
古
く
か
ら
棚
田
が
作
ら

れ
て
き
た
。
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